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交通管理による地球温暖化対策

プログラム多段化 右折感応化

信号機の集中制御化（削減量：560万t-CO2）

信号機の高度化（削減量：190万t-CO2）

信号灯器のLED化
（削減量：15.3万t-CO2）

半感応化

信号制御

情報収集

管制センター

時間・曜日等により
自動で信号秒数を変更

従道路側は車両等を
検知したときのみ青信号

右折車両の数に応じて
右折矢印の時間を調整

通行権の方向

停止

多現示化

※ CO2削減量は2008～2012年度の累計
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信号情報

信号通過支援

車
速

位置

加速

支援あり

支援無し

停止

青信号通過

赤信号停止 支援あり

支援なし

支援なし

減速

車
速

早めにアクセル
ブレーキ

位置

停止

近づいてから
ブレーキ

車
速

支援あり

時間
信号灯色

Engine stop

待ち時間目安
表示

前方確認
通知

赤信号減速支援 アイドリングストップ支援 発進遅れ防止支援

光ビーコン

推奨速度範囲を提示することで次
の信号を青で通過できる。

早めのアクセルオフを提示し緩や
かに交差点に接近停止ができる。

停止時のアイドリングストップを赤
信号の残時間に応じて最適化で
きる。

赤信号の残秒
数の目安を提
示し遅延なく発
進できる。

信号停止回数の低減、早期の減速開始、緩やかな発進加速により、心理的なゆとりによる
安全運転と経済的な運転を促進し、交通事故防止、CO2削減や交通流の円滑化を実現。

信号情報の提供による自動車運転支援
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信号通過支援・赤信号減速支援の効果

【実験場所】

【実験スケジュール】

【途中結果】

栃木県宇都宮市 県道64号 3.6km区間

信号機 ９基
光ビーコン 東進・西進 各３箇所

H26
８月 ９月 10月 11月 12月

H27
１月 ２月 ３月 ４月

プレテスト 第１期実証実験 第２期実証実験

支援無 支援有支援無支援有 解析

・試験車両１台
・テスト期間 支援有・無 各５日間（7～21時）
・走行本数 支援無：東進58、西進63

支援有：東進72、西進67

・被験者２９人 ・テスト期間 支援有・無 各４週間
・走行本数 支援無：東進143、西進168

支援有：東進170、西進123

【燃費効果】
東進：+３％
西進：+１％

プレテスト時に比べ
燃費効果が低下

【考察】 渋滞時には効果が少ない
→ 渋滞との関連性の調査

支援なし

支援あり

【燃費効果】 【運転挙動変化】

プレテスト 第１期実証実験

【第1期実験】
渋滞時の

走行ﾃﾞｰﾀの
割合が多い

【ﾌﾟﾚテスト】
7～21時で

平均的に走行
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